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会
派
の
意
見

⑨

　

今
定
例
会
で
は
、
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実
」
、
「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
、
「
社
会
福
祉

等
の
充
実
」
な
ど
、
約
１
億
９
千
万
円

の
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
な
ど
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
で
は
、

不
登
校
生
徒
の
多
様
な
教
育
機
会
の
確

保
に
向
け
て
、
学
び
の
多
様
化
学
校
を

令
和
８
年
４
月
か
ら
潮
江
市
民
図
書
館

４
階
に
設
置
す
る
こ
と
や
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
時
に
津
波
の
直
撃

を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
東
消
防
署
三
里

出
張
所
移
転
の
た
め
の
建
設
工
事
に
係

る
継
続
費
設
定
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

桑
名
市
長
か
ら
の
提
案
理
由
説
明
で

は
、
来
年
度
の
当
初
予
算
編
成
で
想
定

さ
れ
る
収
支
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

５
億
円
の
一
般
財
源
の
削
減
を
短
期
目

標
と
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進

め
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
に
伴
う
施
設
維
持

管
理
費
や
人
件
費
の
上
昇
等
を
踏
ま
え
、

よ
り
適
正
な
受
益
者
負
担
の
見
直
し
を

行
う
た
め
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
の

市
営
施
設
の
使
用
料
や
各
種
証
明
手
数

料
等
を
定
め
る
条
例
議
案
40
件
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
質
問
に
は
５
人
が
登
壇
し
、

 「
学
び
の
多
様
化
学
校
」
、
「
行
財
政

改
革
」
、
「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
、

 

「
犯
罪
被
害
者
支
援
」
、
「
繁
華
街
で

の
悪
質
な
客
引
き
対
策
」
な
ど
、
多
く

の
市
政
課
題
や
取
り
組
み
に
対
し
て
執

行
部
に
意
見
を
述
べ
た
上
で
、
会
派
と

し
て
、
補
正
予
算
議
案
や
令
和
６
年
度

決
算
認
定
議
案
を
含
む
64
議
案
に
つ
い

て
、
提
言
も
含
め
賛
成
の
立
場
で
討
論

を
行
い
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
を
支
え
る
政
策
を
求
め
討
論

　

９
月
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た

 「
学
び
の
多
様
化
学
校
」
事
業
費
は
、

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
柔
軟
な
学
習
機

会
を
保
障
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
教
育
環
境
の
整
備
を
評
価
し
ま

す
。
併
せ
て
、
ア
ス
パ
ル
こ
う
ち
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
活
用
が
引
き
続
き
確
保
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
は
、
受

益
と
負
担
の
公
平
性
を
回
復
し
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
不
可
欠
で
す
。

　

令
和
６
年
度
決
算
で
は
、
基
金
の
活

用
で
一
見
す
る
と
黒
字
で
す
。し
か
し
、

そ
の
内
実
を
精
査
す
る
と
、
深
刻
な
構

造
的
課
題
が
あ
る
た
め
、
抜
本
的
な
財

政
体
質
の
転
換
を
迫
り
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
を
支
え
る
政
策
を
評
価
し

つ
つ
、課
題
も
明
確
に
指
摘
し
た
上
で
、

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
合
意
な
き
使
用
料
・
手
数
料
の
見

直
し
に
反
対

　

補
正
予
算
で
は
、
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
し
て

 

「
学
び
の
多
様
化
学
校
」
を
来
年
４
月

に
開
設
す
る
た
め
の
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。不
十
分
さ
は
あ
る
も
の
の
、

学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
の
学
び
の

場
の
選
択
肢
の
確
保
が
急
務
と
考
え
、

賛
成
し
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
を
は
じ
め
市
民
要
望
の
実
現
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
賛
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
負
担
増
を
含
む
施
設
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
丁
寧
な
説
明
、

納
得
を
得
る
た
め
の
議
論
が
必
要
と
考

え
、
決
定
の
押
し
つ
け
で
な
く
継
続
審

査
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

否
決
と
な
り
、原
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

市
民
目
線
で
の
公
明
党
の
対
応

　

桑
名
市
長
は
９
月
定
例
会
の
市
長
説

明
で
は
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成

に
向
け
た
財
源
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
使
用
料
・
手
数
料
の
改
定
な
ど

を
提
案
し
た
。

　

公
明
党
は
、
使
用
料
の
改
定
で
は
、

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
の
使

用
料
に
関
し
て
、
市
民
の
文
化
活
動
の

縮
小
や
指
定
管
理
者
へ
の
影
響
、
施
設

の
利
用
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

使
用
料
を
１
・
２
５
倍
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

ま
た
高
知
市
で
初
の
「
学
び
の
多
様

化
学
校
・
分
教
室
型
」
設
置
に
当
た
り
、

公
明
党
と
し
て
不
登
校
生
徒
の
た
め
の

特
例
校
設
置
に
関
し
て
反
対
す
る
も
の

で
は
な
く
、
設
置
予
定
場
所
の
周
辺
環

境
が
今
後
激
変
す
る
可
能
性
が
あ
る
中
、

時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

路
面
電
車
を
桂
浜
ま
で
延
伸
す
る
構

想
を
紹
介
。
Ａ
Ｉ
に
聞
く
と
「
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
強
化
と
観
光
振
興
を
両
立
さ

せ
る
野
心
的
か
つ
実
現
可
能
性
の
高
い

プ
ラ
ン
」。
今
す
ぐ
と
は
言
わ
な
い
が
、

議
論
を
始
め
る
価
値
は
あ
る
。

　

来
年
度
潮
江
中
学
校
の
分
教
室
と
し

て
、
新
た
な
学
び
の
場
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
は
朗
報

で
す
が
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
。

不
登
校
の
根
本
原
因
の
解
決
が
何
よ
り

重
要
。
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

会
派
の
意
見

９
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党

さ
き
が
け
高
知

参
　
政
　
党


